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修士課程英語教育学専攻の概要 

    2004年4月1日設置 

2006～2008年度 文部科学省「特色ある大学教育支援プログラム（特色GP）」採択 

2015年12月 文部科学省「職業実践力育成プログラム」（非正規労働者のｷｬﾘｱｱｯﾌﾟ）認定 

2017年4月 厚生労働省「教育訓練給付（専門実践教育訓練給付）」対象講座指定 

  2年 

 修士（英語教育学） 

 

時代が大きく移り変わるなか、これまで世界を支えてきた秩序、体制が揺ぎ、新たな国際環境が生まれつつあり

ます。絶えず変化する環境のなかで、それに応じた人材が社会に必要とされる一方、人文社会科学の価値も問い直

される時期にきています。 
本学では、こうした時代と社会の要請に応え、新しい知の体系の創造を担うことのできる幅広い学識と国際感覚

を有する学術研究者・教育者、および高度専門職業人の育成を教育の基本方針とし、修士課程と博士課程を設置し

ています。 
大学院入学者選抜試験では、人文社会科学の各分野における専門的知識を有するとともに社会が直面する課題に

幅広い関心を持ち、国際的な場でも活動しうる外国語能力にすぐれた人材を求めます。 

当英語教育学専攻は、児童英語教育、中学校、高等学校など、様々なレベルの現職教員の専門性を高めることを

目的とするプログラムで、以下の5つの目標を持っています。 
1．高い英語運用能力 
2．学習者理解と自己変革への内省力 
3．教室で応用できる指導理論 
4．メディア応用技術 
5．異文化理解・対応力 

〔求める学生像〕 
本専攻は自律的な実践者を養成することを特色とし、求める学生は、すでに教育経験を有し、上記の5つの目標

を達成する意欲を持っている現役教師です。 
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2022年度 修士課程英語教育学専攻学生ເ㞟要㡯 

専攻課程 䝁 䞊 䝇 ເ㞟ேဨ 䛖䛱➨1ḟ 䛖䛱➨2ḟ 

英語教育学専攻 
୰䞉㧗➼学ᰯ英語教育 

10  ྡ 5ྡ程度 5ྡ程度 
ඣ❺英語教育 

（ὀ1）ᚿ㢪者䛜ເ㞟ேဨ䛻㐩䛧䛺䛔ሙྜ䛷䜒䚸㑅⪃の⤖ᯝ䛻䜘䛳䛶䛿ྜ᱁䛸䛺䜙䛺䛔ሙྜ䛜あ䜚䜎䛩䚹 

（ὀ2）➨1ḟເ㞟䛷ເ㞟ேဨ䛻‶䛯䛺䛛䛳䛯ሙྜ䚸➨2ḟのເ㞟ேဨ䜢ቑ䜔䛩䛣䛸䛜あ䜚䜎䛩䚹 

䛯䛰䛧䚸㛗ᮇᒚ修ไ度（3年䚸4年）䜔▷ᮇᒚ修ไ度（1年）の฼⏝䜒ྍ⬟䚹（7䚸8䝨䞊䝆ཧ↷） 

䠆㛗ᮇᒚ修ไ度䜎䛯䛿▷ᮇᒚ修ไ度䜢ᕼᮃ䛩る者䛿䚸஦๓ㄝ᫂఍䛻ᚲ䛪ฟᖍ䛧䚸ไ度䜢඘ศᢕᥱ䛧䛯䛖䛘䛷ฟ

㢪䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹䛺䛚䚸ฟᖍ䛷䛝䛺䛔ሙྜ䛿䚸䛤┦ㄯ䛟䛰䛥䛔䚹 

ḟの（䠍）の要௳䜢‶䛯䛩者䛷䚸୰䞉㧗➼学ᰯ英語教育䝁䞊䝇䛻あ䛳䛶䛿（䠎）䚸ඣ❺英語教育䝁䞊䝇䛻あ䛳䛶䛿

（䠏）䛻ヱᙜ䛩る者 

（䠍）ḟの䐟～䐨の䛔䛪䜜䛛の要௳䜢‶䛯䛩者 

䐟 学ᰯ教育ἲ➨83᮲䛻定䜑る大学䜢༞業䛧䛯者

䐠 大学ᨵ㠉支援䞉学఩ᤵ୚ᶵᵓ䛻䜘䜚学士の学఩䜢ᤵ୚䛥䜜䛯者

䐡 እᅜ䛻䛚䛔䛶䚸学ᰯ教育䛻䛚䛡る 16年の課程䜢修஢䛧䛯者

䐢 እᅜの学ᰯ䛜⾜䛖㏻ಙ教育䛻䛚䛡るᤵ業科┠䜢ᡃ䛜ᅜ䛻䛚䛔䛶ᒚ修䛩る䛣䛸䛻䜘䜚ᙜヱእᅜの学ᰯ教育䛻

䛚䛡る 16年の課程䜢修஢䛧䛯者

䐣 ᡃ䛜ᅜ䛻䛚䛔䛶䚸እᅜの大学の課程 （䛭の修஢者䛜ᙜヱእᅜの学ᰯ教育䛻䛚䛡る 16 年の課程䜢修஢䛧䛯

䛸䛥䜜る䜒の䛻㝈る䚹）䜢᭷䛩る䜒の䛸䛧䛶ᙜヱእᅜの学ᰯ教育ไ度䛻䛚䛔䛶఩置付䛡䜙䜜䛯教育᪋設䛷あ䛳

䛶䚸文部科学大⮧䛜ู䛻指定䛩る䜒ののᙜヱ課程䜢修஢䛧䛯者

䐤 እᅜの大学䛭の௚のእᅜの学 （ᰯ䛭の教育◊✲άື➼の⥲ྜⓗ䛺≧ἣ䛻䛴䛔䛶䚸ᙜヱእᅜのᨻᗓཪ䛿㛵ಀᶵ㛵の

認ド䜢ཷ䛡䛯者䛻䜘るホ౯䜢ཷ䛡䛯䜒のཪ䛿䛣䜜䛻‽䛪る䜒の䛸䛧䛶文部科学大⮧䛜ู䛻指定䛩る䜒の䛻㝈る䚹）䛻䛚

䛔䛶䚸修業年㝈䛜 3年௨ୖ䛷ある課程䜢修஢䛩る䛣䛸（ᙜヱእᅜの学ᰯ䛜⾜䛖㏻ಙ教育䛻䛚䛡るᤵ業科┠䜢ᡃ䛜ᅜ

䛻䛚䛔䛶ᒚ修䛩る䛣䛸䛻䜘䜚ᙜヱ課程䜢修஢䛩る䛣䛸ཬ䜃ᙜヱእᅜの学ᰯ教育ไ度䛻䛚䛔䛶఩置付䛡䜙䜜䛯教育᪋設䛷

あ䛳䛶๓ྕの指定䜢ཷ䛡䛯䜒の䛻䛚䛔䛶課程䜢修஢䛩る䛣䛸䜢ྵ䜐䚹）䛻䜘䜚䚸学士の学఩䛻┦ᙜ䛩る学఩䜢ᤵ୚䛥

䜜䛯者ཬ䜃 2022年3月31日䜎䛷䛻ᤵ୚䛥䜜るぢ㎸䜏の者

䐥 専修学ᰯの専門課程（修業年㝈䛜4年௨ୖ䛷ある䛣䛸䛭の௚の文部科学大⮧䛜定䜑るᇶ‽䜢‶䛯䛩䜒の䛻㝈

る䚹）䛷文部科学大⮧䛜ู䛻指定䛩る䜒の䜢文部科学大⮧䛜定䜑る日௨㝆䛻修஢䛧䛯者

䐦 ᪧไ学ᰯ➼䜢修஢䛧䛯者（᫛࿴28年文部省࿌♧➨5ྕ➨1ྕ～➨4 ）ྕ

䐧 㜵⾨大学ᰯ䚸ᾏୖಖᏳ大学ᰯ䚸Ẽ象大学ᰯ䛺䛹䚸ྛ省大学ᰯ䜢修஢䛧䛯者（᫛࿴28年文部省࿌♧➨5ྕ➨5

ྕ～➨12 ）ྕ

䐨 ⚄ᡞᕷእᅜ語大学（௨ୗ「ᮏ学」䛸䛔䛖）大学㝔◊✲科䛻䛚䛔䛶䚸大学䜢༞業䛧䛯者䛸ྠ➼௨ୖの学力䛜ある䛸

認䜑䜙䜜䛯者䛷䚸2022年3月31日䜎䛷䛻 22ṓ䛻㐩䛩る者
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（䠏）ཷ㦂ୖ特ู䛺㓄៖䜢ᚲ要䛸䛩るᚿ㢪者䛻䛴䛔䛶 
㞀䛜䛔䈜䜢᭷䛩るሙྜ䚸ཷ㦂ୖ䛚䜘䜃修学ୖの㓄៖䜢䛩る䛣䛸䛜あ䜚䜎䛩の䛷䚸ฟ㢪๓䛻あ䜙䛛䛨䜑大学㝔ᢸᙜ

䛻⏦䛧ฟ䛶䚸┦ㄯ䜢⾜䛳䛶䛟䛰䛥䛔䚹 
┦ㄯᮇ㛫  ➨䠍ḟເ㞟䠖 2021年6月11日（㔠）䜎䛷  ➨䠎ḟເ㞟䠖 2021年11月12日（㔠）䜎䛷 

䈜㞀ᐖ者ᇶᮏἲ（᫛࿴ 45年ἲᚊ➨ 84 ）ྕ➨ 2᮲➨ 1ྕ䛻規定䛩る㞀ᐖ者の䛣䛸䛷䚸㌟య㞀ᐖ䚸▱ⓗ㞀ᐖ䚸⢭⚄㞀ᐖ（Ⓨ㐩

㞀ᐖ䜢ྵ䜐）䛭の௚のᚰ㌟のᶵ⬟の㞀ᐖ䛜ある者䜢指䛧䜎䛩䚹

（䠐）ฟ㢪᭩㢮➼ 

᭩㢮➼のྡ⛠ ᥦฟヱᙜ者 ᦬ 要 

䐟 ධ学㢪᭩䛚䜘䜃ཷ㦂⚊ ඲ ဨ ᮏ学ᡤ定の⏝⣬䛻ᚿ㢪者ᮏே䛜グධ䛧䚸෗┿䜢㈞付䛩る䛣䛸䚹 
䐠 ༞ 業 ド ᫂ ᭩ ඲ ဨ ฟ㌟大学の学㛗䜎䛯䛿学部㛗䛜స成䛧䛯䜒の（ཝᑒ）䚹 

䐡 学 業 成 ⦼ ド ᫂ ᭩ ඲ ဨ ฟ㌟大学の学㛗䜎䛯䛿学部㛗䛜స成䛧䛯䜒の（ཝᑒ）䚹 

䐢
学士ド᭩䜎䛯䛿学士 
䜢ド᫂䛷䛝るド᫂᭩ 

እᅜの大学䜢

༞業䛧䛯者 学士ド᭩のሙྜ䛿䚸ཎᮏ䜢ᥦฟ䛩る䛣䛸䚹 

䐣 教 ဨ ච チ ≧ ඲ ဨ ᡤᣢ䛧䛶䛔る඲䛶の教ဨචチ≧の䝁䝢䞊（ཎᮏ䛿䚸㠃᥋日䛻

☜認䛧䜎䛩䚹）䜎䛯䛿䚸ᤵ୚ド᫂᭩䜢ᥦฟ䛩る䛣䛸䚹 

䐤
ᚿᮃ⌮⏤᭩䛚 䜘䜃 
英 文 の 要 ᪨ ඲ ဨ 

⌧ᅾ䛻⮳る教育⤒㦂䜢䜒䛸䛻䚸教ᖌ䛸䛧䛶の⮬ศの⬟力（教育

⬟力䚸英語㐠⏝⬟力䚸ゝ語▱㆑䚸␗文໬⌮ゎ䚸学⩦者䛻対䛩

る⌮ゎ力䛺䛹）䛻䛴䛔䛶ศᯒⓗ䛻グ㏙䛧䚸䛭のୖ䛷大学㝔䛷

のຮ学（ఱ䜢学䜃䛯䛔䛛䚸教ᖌ䛸䛧䛶䛹の䜘䛖䛺㈨㉁䜢ྥୖ䛥

䛫䛯䛔䛛䚸௒の教ᖌ䛸䛧䛶の⮬ศ䛿ఱ䜢ᚲ要䛸䛧䛶䛔る䛛）䛻

䛴䛔䛶䚸A4ุの⏝⣬䛻2,000Ꮠ䛛䜙3,000Ꮠ程度䛷᭩䛟䛣䛸䚹 
䜎䛯䚸ᚿᮃ⌮⏤᭩の要᪨䜢英文䛷 A4ุの⏝⣬䠍ᯛ（400語程

度）䛻䜎䛸䜑る䛣䛸䚹䛹䛱䜙䜒ᵝᘧ䛿指定䛧䜎䛫䜣䛜䚸⏝⣬のྑ

ୖ䛻Ặྡ䚸専攻䞉䝁䞊䝇䜢グධ䛩る䛣䛸䚹 

䐥 ධ 学 㑅 ᢤ ᩱ ඲ ဨ 

26䠈000෇ 

䞉㒑౽ᒁの❆ཱྀ䛷䚸㢪᭩ཷ付୍㐌㛫๓䛛䜙ཷ付ᮇ㛫ෆ䛻ᮏ学

ᡤ定の㒑౽᣺᭰ᡶ㎸⚊䛻䛶⣡付䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

䠆ATM（⌧㔠⮬ື㡸ධᡶฟ ）ƫ䛷の᣺㎸䜏䛿䛧䛺䛔䛷䛟䛰䛥䛔䚹 
䞉ᚲ䛪㒑౽ᒁの日付༳䛜ᢲ䛥䜜䛯䛆᣺᭰ᡶ㎸ཷ付ド᫂᭩（䛚

ᐈ䛥䜎⏝）䛇 䜢ᮏ要㡯ῧ付のᡶ㎸ཷ付ド᫂᭩㈞付᭩䛻㈞䜚
付䛡䛶ᥦฟ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

䞉ධ学㑅ᢤᩱ䛜᣺㎸䜎䜜䛶䛔䛺䛔ሙྜ䜔䚸䛆᣺᭰ᡶ㎸ཷ付ド᫂

᭩（䛚ᐈ䛥䜎⏝）䛇䜢㈞䜚付䛡䛶䛔䛺䛔ሙྜ 䚸䜎䛯䛿䛆ྠྲཱྀ 付ド᫂

᭩䛇䛻㒑౽ᒁの日付༳䛜䛺䛔ሙྜ 䛿䚸㢪᭩䛿 ⌮ྲཱྀ䛧䜎䛫䜣䚹

䐦 ཷ㦂⚊㏉㏦⏝ᑒ⟄ ඲ ဨ ᮏ要㡯ῧ付のᑒ⟄䛻㏉ಙඛ䜢᫂グ䛧䚸ษᡭ374෇ศ䜢㈞䜚付

䛡䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

䐧 㛗ᮇ䞉▷ᮇᒚ修⏦ㄳ᭩ ヱᙜ者の䜏 㛗ᮇᒚ修䜎䛯䛿▷ᮇᒚ修䜢ᕼᮃ䛩る者䛿ᥦฟ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

（ὀ1）ฟ㢪᭩㢮➼䛜୙ഛのሙྜ䛿ཷ䛡付䛡䜎䛫䜣䚹 

（ὀ2）ฟ㢪᭩㢮ᥦฟᚋ䛿䚸䛔䛛䛺る⌮⏤䛜あ䛳䛶䜒ᥦฟ᭩㢮のኚ᭦䜢認䜑䜎䛫䜣䚹 

（ὀ3）ฟ㢪᭩㢮➼䛻⹫ഇのグ㍕䛜認䜑䜙䜜䛯ሙྜ䛿䚸ධ学ᚋ䛷あ䛳䛶䜒ධ学䜢ྲྀ䜚ᾘ䛩䛣䛸䛜あ䜚䜎䛩䚹 

（ὀ4）እᅜの学 䞉ᰯᶵ㛵䛜స成䛩る᭩㢮䛜䚸英語௨እのእᅜ語のሙྜ䛿䚸ཝᑒ䜢ゎ䛔䛯䛖䛘䛷࿴文䜎䛯䛿英文⩻ヂ䜢ῧ付䛧 

䛶䛟䛰䛥䛔䚹䛭の㝿䛿䚸ฟ㌟䞉ᡤᒓ学ᰯ䚸බⓗᶵ㛵䚸䜎䛯䛿日ᮏ語学ᰯ➼䛷⩻ヂ文䛜正☜䛺䜒の䛷ある䛸䛔䛖ド᫂䜢ཷ䛡 

䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

（ὀ5）⤖፧➼䛷ド᫂᭩のẶྡ䛸㐪䛳䛶䛔るሙྜ䛿䚸䛭䜜䜢ド᫂䛩るᡞ⡠ᢒᮏ➼䜢ᥦฟ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

（ὀ6）᪤⣡のධ学㑅ᢤᩱ䛿ḟの஦⏤௨እ䛿㏉㑏䛧䜎䛫䜣䚹 

a. ධ学㑅ᢤᩱ䜢ᡶ䛔㎸䜣䛰䛜䚸ฟ㢪䛧䛺䛛䛳䛯ሙ  ྜ

b. ฟ㢪᭩㢮䛜୙ഛ➼䛻䜘䜚ཷ⌮䛥䜜䛺䛛䛳䛯ሙ  ྜ

c. 㔜」䛧䛶ධ学㑅ᢤᩱのᡶ䛔㎸䜏䜢䛧䛯ሙ  ྜ
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䈜ୖグの a䛛䜙 c䛻ヱᙜ䛩るሙྜ䛿䚸ᚲ䛪ฟ㢪⥾ษ日䛛䜙 1䞄月௨ෆ䛻⚄ᡞᕷእᅜ語大学⤒Ⴀ௻⏬グ䝹䞊プ㈈ົ⌜

（ྲཱྀ 付᫬㛫8᫬30ศ～12᫬30ศ䚸13᫬30ศ～17᫬䚸ᅵ日⚃䜢㝖䛟）䛻㐃⤡䛧䚸㏉㑏ㄳồのᡭ⥆䛝䜢⾜䛳䛶䛟䛰䛥䛔䚹

（TEL䠖078-794-8123） 䠘㏉㑏㔠䛿᣺㎸ᡭᩘᩱ䜢ᕪ䛧ᘬ䛔䛯㔠㢠䛸䛺䜚䜎䛩の䛷ண䜑䛤஢ᢎ䛟䛰䛥䛔䚹䠚 

（ὀ7）ฟ㢪ᚋ䛻ఫᡤ➼䜢ኚ᭦䛥䜜䛯ሙྜ䛿䚸ᚲ䛪◊✲ᡤグ䝹䞊プ大学㝔ᢸᙜ（ྲཱྀ 付᫬㛫8᫬30ศ～12᫬30ศ䚸13᫬30ศ～ 

17᫬䚸ᅵ日⚃䜢㝖䛟）䛻䝯䞊䝹䛷㐃⤡䛧䚸ኚ᭦のᡭ⥆䛝䜢⾜䛳䛶䛟䛰䛥䛔䚹 
（e-mail: grad_kcufs@office.kobe-cufs.ac.jp） 

 

 ➨1ḟເ㞟䠖2021年7月9日（㔠）付䛡䚸➨2ḟເ㞟䠖2022年2月4日（㔠）付䛡䛷ฟ㢪者඲ဨ䛻「ྲཱྀ 㦂⚊」䜢㏦ 
付䛧䜎䛩䚹䛺䛚䚸➨1ḟເ㞟䠖2021年7月16日（㔠）᫬Ⅼ䚸➨2ḟເ㞟䠖2022年2月10日（ᮌ）᫬Ⅼ䛷䚸「ྲཱྀ 㦂⚊」 
䛜ᮍ╔のሙྜ䛻䛿䚸◊✲ᡤグ䝹䞊プ大学㝔ᢸᙜ䜎䛷䚸䝯䞊䝹䛷↷఍䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

 

（䠍）㑅ᢤ᪉ἲ 

㑅ᢤ䛿䚸ฟ㢪᭩㢮䛸㠃᥋ヨၥ（英語のཱྀ㢌㐠⏝⬟力のホ౯䜢ྵ䜐）の⤖ᯝ䜢⥲ྜ䛧䛶⾜䛔䜎䛩䚹 

（䠎）㠃᥋日 

➨䠍ḟເ㞟   （䜸䞁ラ䜲䞁ᙧᘧ䛷実᪋） 

➨䠎ḟເ㞟   （対㠃䛷実᪋ 䈜） 

䈜᪂ᆺ䝁ロ䝘䜴䜲䝹䝇ឤᰁ⑕のᙳ㡪䛻䜘䜚実᪋᪉ἲ䛜ኚ᭦䛸䛺るྍ⬟ᛶ䛜あ䜚䜎䛩䚹䛭のሙྜ䛿䚸ᮏ学䝩䞊ム䝨䞊䝆䛻䛶
䛚▱䜙䛫䛧䜎䛩䚹

 䞉᫬㛫䛻䛴䛔䛶䛿䚸ཷ㦂⚊Ⓨ㏦の㝿䛻᱌ෆ䛔䛯䛧䜎䛩䚹䜸䞁ラ䜲䞁ᙧᘧ䛷実᪋䛩るሙྜ䚸஦๓᥋⥆䝔䝇䝖䜢⾜䛔䜎䛩䚹 

（䠏）㑅ᢤヨ㦂఍ሙ 

➨䠎ḟເ㞟  ⚄ᡞᕷእᅜ語大学 

 

➨䠍ḟເ㞟    

➨䠎ḟເ㞟     

ᮏ学ᮏ部Ჷ๓のᥖ♧ᯈ䚸ᮏ学䝩䞊ム䝨䞊䝆䜈のྜ᱁者ཷ㦂␒ྕのᥖ♧䛸䛸䜒䛻䚸ཷ㦂者඲ဨ䛻ྜྰ㏻▱䜢㒑

㏦䛧䜎䛩䚹䛺䛚䚸㟁ヰ➼䛻䜘るၥ䛔ྜ䜟䛫䛻䛿୍ษᛂ䛨䜎䛫䜣䚹 

 
ྜ᱁者䛿指定日䜎䛷䛻ධ学㔠䜢⣡ධ䛩る䛸䛸䜒䛻ᡤ定の᭩㢮䜢㒑㏦䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹ヲ⣽䛿ྜ᱁㏻▱䛻ྠᑒ䛧䜎䛩䚹 
➨䠍ḟເ㞟    

➨䠎ḟເ㞟    

（ὀ1）指定日䜎䛷䛻ධ学ᡭ⥆䛝䜢⾜䜟䛺䛔者䛿䚸ධ学㎡㏥者䛸䛧䛶 䜚ྲྀ 䛔ᢅ䚸䛣䜜௨㝆のධ学ᡭ⥆䛝䛿ཎ 䛸๎䛧䛶認䜑䜎䛫䜣䚹 

（ὀ2）ධ学ᡭ⥆䛝᏶஢ᚋ䛿䚸䛔䛛䛺る⌮⏤䛜あ䛳䛶䜒⣡ධ䛥䜜䛯ධ学㔠䛿㏉㑏䛧䜎䛫䜣䚹 

 

ධ学㔠（ධ学ᡭ⥆䛝䛻ᚲ要䛺⤒㈝）ཬ䜃ᤵ業ᩱ 

✀    ู 㔠   㢠 ഛ   ⪃ 

ධ 学 㔠 

（⚄ᡞᕷẸཬ䜃䛭のᏊᘵ） 

297,000෇ 

䠍䠊「⚄ᡞᕷẸ」䛸䛿䚸ධ学者ᮏே䛜2022年4月1日

の1年๓䛛䜙ᘬ䛝⥆䛝⚄ᡞᕷ䛻ఫᡤ䜢᭷䛧䛶䛔るሙ

ྜ䜢䛔䛔䜎䛩䚹 

䠎䠊「䛭のᏊᘵ」䛸䛿䚸ධ学者䛜⚄ᡞᕷẸの㓄അ者䜎

䛯䛿⚄ᡞᕷẸの 2 ぶ➼ෆのぶ᪘䛷あ䜚䚸䛭の㓄അ

者䜎䛯䛿 2ぶ➼ෆのぶ᪘䛜 2022年 4月 1日の 1

年๓䛛䜙ᘬ䛝⥆䛝⚄ᡞᕷ䛻ఫᡤ䜢᭷䛧䛶䛔るሙྜ䜢

䛔䛔䜎䛩䚹 

（ୖ グ௨እの᪉） 

423,000෇ 

ᤵ 業 ᩱ （年㢠）    535,800෇ 
年2ᅇศ⣡（4月䞉10月⣡付） 

267,900෇ 
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✀    ู 㔠   㢠 ഛ ⪃ 

⚄ ᡞ ᕷ 外 国 語 大 学 

ᴋୣࢣ会㸦ྠ❆会㸧入会㔠 
30,000෇ 㸦入会㔠として㸧 30,000෇ 

⚄ ᡞ ᕷ 外 国 語 大 学 

ఙ ⯆ 会 ㈝ 
2ᖺ分 40,000෇ 

㸦入会㔠として㸧 20,000෇ 

㸦会㈝として㸧  20,000෇ 

学 生 教 育 研 究 ⅏ ᐖ 

യ ᐖ ಖ 㝤 ᩱ 

2ᖺ分 

3ᖺ分 

4ᖺ分 

1,750෇ 

2,600෇ 

3,300෇ 

㸦ಖ㝤ᩱとして㸧 1,750෇㸦2ᖺ分㸧 

㸦ಖ㝤ᩱとして㸧 2,600෇㸦3ᖺ分㸧 

㸦ಖ㝤ᩱとして㸧 3,300෇㸦4ᖺ分㸧 

⚄ ᡞ ᕷ 外 国 語 大 学 

ᾘ㈝生活༠ྠ⤌ྜฟ㈨㔠 
20,000෇ 

ฟ㈨㔠については⤌ྜ員の㈨᱁がなくなった

際㸦修஢など㸧に඲㢠㏉㔠されます。 

䈜⚄ᡞᕷእᅜ語大学ఙ⯆఍䛸䛿䚸正఍ဨ（学生のಖドே）ཬ䜃㈶ຓ఍ဨ（ᮏ఍の୺᪨䛻㈶ྠ䛩る㈈ᨻⓗ援ຓ者）䜢䜒䛳䛶

⤌⧊䛥䜜䚸大学のⓎᒎ䛻ᐤ୚䛩る䛣䛸䜢┠ⓗ䛸䛧䛶設❧䛥䜜䛯ᅋయ䛷䛩䚹

ͤᴋୣࢣ会㸦ྠ❆会㸧入会㔠㸦30,000෇㸧・ఙ⯆会入会㔠㸦20,000෇㸧は、本学༞業生でᅾ学時に入会されていた方は

必要ありまࢇࡏ。 

（ὀ1）ୖ グの㔠㢠䛿䚸ᨵ定䛩るሙྜ䛜あ䜚䜎䛩䚹ᅾ学୰䛻ᤵ業ᩱのᨵ定䜢⾜䛳䛯䛸䛝䛿䚸ᨵ定᫬䛛䜙᪂ᤵ業ᩱ䜢㐺⏝䛧䜎䛩䚹 

（ὀ2）㛗ᮇᒚ修生のᤵ業ᩱ䛻䛴䛔䛶䛿䚸「㛗ᮇᒚ修ไ度」（ḟ䝨䞊䝆）䜢ཧ↷䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹 

（ὀ3）▷ᮇᒚ修生のᤵ業ᩱ䛻䛴䛔䛶䛿䚸「▷ᮇᒚ修ไ度」（ḟ䝨䞊䝆）䜢ཧ↷䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹
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㸦ไᗘࡢ᱌ෆ㸧�

ۼ 㛗ᮇᒚ修ไᗘ

㸯㸬ไᗘࡢᴫせ�

本学大学院外国語学研究科英語教育学専攻は、主に小学校、中学校および高等学校の現職教員を対象にし

た修士課程です。 

本専攻の授業は、金曜日の夜間、土曜日および夏季休業中2週間集中と冬季休業中に行われます。 

本専攻の標準修業年限は2年ですが、申し出により 3年または 4年の期間をかけて計画的に履修し、学位や

資格を取得する「長期履修制度」を利用することができます。その場合、授業料は総額（2年分）を 3 年間または 4

年間で分割して納入することになります。 

㸰㸬ᑐ㇟⪅�

   英語教育学専攻への出願者 

㸱㸬ᮇ� 㛫�

  長期履修期間は、3年または4年（出願時にどちらかを選択） 

㸲㸬授業ᩱ㸦ᖺ㢠㸧�

（１） 3年計画の場合   大学が定めた授業料年額×標準修業年限（2年）÷長期履修期間（3年） 

（２） 4年計画の場合   大学が定めた授業料年額×標準修業年限（2年）÷長期履修期間（4年） 

従って、通常の2年分の授業料を3年または4年で分割し、納入することになります。 

㸳㸬⏦ㄳ᫬ᮇ�

出願時に「長期履修申請書」を添えて提出。 

㸴㸬㛗ᮇᒚ修ࡢチྍ㏻▱�

申請者に対して入学試験の合格発表と同時に郵送にて通知します。 

㸵㸬ᒚ修ィ⏬ࡢኚ᭦�

（１） 履修計画の短縮変更は、各年次の指定する期日までに届出をし、変更計画が認められた場合は、翌年度か

ら変更が可能です。

（２） 履修計画の延長変更は、1年次の指定する期日までに届出をし、変更計画が認められた場合は、翌年度から

変更が可能です。

ۼ ▷ᮇᒚ修ไᗘ

㸯㸬ไᗘࡢᴫせ�

 本学大学院外国語学研究科英語教育学専攻は、主に小学校、中学校および高等学校の現職教員を対象にし

た修士課程です。 

本専攻の授業は、金曜日の夜間、土曜日および夏季休業中2週間集中と冬季休業中に行われます。 

 本専攻の標準修業年限は2年ですが、入学時に既に優れた業績を上げていると認められた場合、1年で所定

の単位を取得し、修了する「短期履修制度」を利用することができます。 

ここでいう「優れた業績を上げた者」とは、次の①から④のいずれかに該当する場合です。 

① 修士の学位を既に保持し、かつ英語教育の分野における研究の成果が優れていること。

② 英語教育の分野で修士の学位に相当する論文等の業績を持ち、かつ現在の研究の成果が優れていること。

③ 入学時に既に英語教育の分野で大学院レベルの単位を相当数取得し、かつ現在の研究の成果が優れてい

ること。

④ 上記③と同等以上の特に優れた研究成果を持つと認められること。

㸰㸬ᑐ㇟⪅�

英語教育学専攻への出願者�
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㸱㸬ῧ௜ࡿࡍ業⦼࠸ࡘ࡟ �࡚

これまでに発表した主せな研究論文䞉研究ሗ࿌書等（䝁䝢䞊可）を各1㒊申請書に添௜すること。 

㸲㸬授業ᩱ�

1年分 

㸳㸬⏦ㄳ᫬ᮇ�

出願時に「短期履修申請書」および研究等の業績を添えて提出。 

㸴㸬▷ᮇᒚ修ࡢチྍ㏻▱�

申請者に対して入学試験の合格発表と同時に郵送にて通知します。 

ۼ 教育カ⦎⤥௜ไᗘ㸦専㛛ᐇ㊶教育カ⦎㸧

2017年4᭶より本専攻はཌ⏕ປാ┬の教育カ⦎⤥௜制度（専㛛ᐇ㊶教育カ⦎）の指定ㅮᗙとなっています。 

 対象者は、୍定の᮲௳を‶たす㞠用保㝤の⿕保㝤者（在職者）で、2年で課程を修了した場合に、本ேの申請に 

より教育カ⦎⤒㈝（入学金ཬび2年分の授業料）の୍㒊が⤥௜䛥れます。 

 対象せ௳や⤥௜に㛵するヲ⣽は、「䝝䝻䞊䝽䞊䜽䜲䞁䝍䞊䝛䝑䝖䝃䞊䝡䝇（㞠用保㝤のᡭ⥆きの䛤᱌ෆ䠉教育カ⦎

⤥௜）」にて䛤☜認䛟䛰䛥い。 
https://www.hellowork.mhlw.go.jp/insurance/insurance_education.html 

履修㛤ጞ日の1䞄᭶๓（2᭶中）までにおఫまいの⟶㎄の䝝䝻䞊䝽䞊䜽にて䜹䜴䞁䝉䝸䞁䜾等をཷけていた䛰

䛟ᚲせが䛒ります。 

 2次ເ集でཷ験をᕼᮃし、かつこの制度の申請をᕼᮃ䛥れる場合は、合ྰุ定をᚅたずにඛ行して申請して䛟䛰 

䛥い（合ྰに㛵わらず申請は可能です）。 
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大学院の䜹䝸䜻䝳䝷䝮の඲యᅗ 

䝁䞊䝇ᚲ修科┠ ඹ通ᚲ修科┠ 䝁䞊䝇ᚲ修科┠ 

英語教授ἲ  

䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁と文ἲ指ᑟ  

䝇䝢䞊䝏䞉䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䠝 

（２） 

（２） 

（２） 

䠒 

䠐㡿ᇦの指ᑟἲ䠝 

䠐㡿ᇦの指ᑟἲ䠞 

教育ᕤ学と英語教育 

英語教育指ᑟ分ᯒ２  

␗文໬⌮ゎ教育  

䜰䜹䝕䝭䝑䜽䞉䝷䜲䝔䜱䞁䜾 

英語教育学特ู研究  

（２） 

（２） 

（２） 

（２） 

（２） 

（２） 

（䠐） 

１䠒 

ඣ❺英語教育ἲ䠝  

ඣ❺英語教育ἲ䠞  

䝇䝢䞊䝏䞉䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䠞  

（２） 

（２） 

（２） 

䠒 

䝁䞊䝇選択科┠ ඹ通選択科┠ 䝁䞊䝇選択科┠ 

ඣ❺英語教育ἲ䠝 

ඣ❺英語教育ἲ䠞 

䝇䝢䞊䝏䞉䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䠞 

（２） 

（２） 

（２） 

英語教育指ᑟ分ᯒ１ 

➨஧ゝ語⩦得論 

通ヂᢏ能と英語教育 

ᇶ♏教育⤫計学   

䜹䝸䜻䝳䝷䝮䞉教ᮦ㛤発論 

文学と英語教育 

䝔䝇䝔䜱䞁䜾  

♫఍ゝ語学と英語教育 

䝔䜱䞊䝮䞉䝔䜱䞊䝏䞁䜾 

ඣ❺英語教育䝉䝭䝘䞊 

（１） 

（２） 

（２） 

（１） 

（１） 

（１） 

（１） 

（１） 

（１） 

（１） 

英語教授ἲ  

䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁と文ἲ指ᑟ  

䝇䝢䞊䝏䞉䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䠝 

（２） 

（２） 

（２） 

䈜授業科┠ྡは2021年度時Ⅼの᝟ሗです。௒ᚋ変更する場合が䛒ります。

᫬㛫๭㹙౛㹛�
᫓学期 （䠐ࠥ䠓᭶の１䠑週間） 夏学期 （䠓䞉䠔᭶） ⛅学期 （１䠌ࠥ１᭶の１䠑週間） 冬学期 （２᭶） 

金曜日 土曜日 集中 金曜日 土曜日 集中（土曜日） 

１䠔䠖䠌䠌 – １䠕䠖䠏䠌 

１䠕䠖䠐䠌 – ２１䠖１䠌 

１䠌䠖䠑䠌 – １２䠖２䠌 

１䠏䠖１䠌 – １䠐䠖䠐䠌 

１䠐䠖䠑䠌 – １䠒䠖２䠌 

１䠒䠖䠏䠌 – １䠔䠖䠌䠌 

 䠕䠖䠌䠌 – １２䠖䠌䠌 

１２䠖䠑䠌 – １䠑䠖䠑䠌 

１䠒䠖䠌䠌 – １䠓䠖䠏䠌 

１䠔䠖䠌䠌 – １䠕䠖䠏䠌 

１䠕䠖䠐䠌 – ２１䠖１䠌 

１䠌䠖䠑䠌 – １２䠖２䠌 

１䠏䠖１䠌 – １䠐䠖䠐䠌 

１䠐䠖䠑䠌 – １䠒䠖２䠌 

１䠒䠖䠏䠌 – １䠔䠖䠌䠌 

 䠕䠖䠏䠌 – １１䠖䠌䠌 

１１䠖１䠌 – １２䠖䠐䠌 

１䠏䠖䠏䠌 – １䠑䠖䠌䠌 

１䠑䠖１䠌 – １䠒䠖䠐䠌 

䠐㡿ᇦの指ᑟἲ䠞 

ඣ❺英語教育ἲ䠞 

䡲䢔䡳䡩䢓䢍䞉教ᮦ㛤発論

♫఍ゝ語学と英語教育

教育ᕤ学と英語教育 

䡹䢇䢛䡬䡽䞉䡶䢌䡩䢂䡵䡬䡸䡪䢙䠝

ඣ❺英語教育ἲ䠝

通ヂᢏ能と英語教育

英語教育指ᑟ分ᯒ１

➨஧ゝ語⩦得論

␗文໬⌮ゎ教育 

䠐㡿ᇦの指ᑟἲ䠝 

ඣ❺英語教育䡺䢌䢁䡬 

䝔䜱䞊䝮䞉䝔䜱䞊䝏䞁䜾

文学と英語教育

英語教授ἲ 

䜰䜹䝕䝭䝑䜽䡡䝷䜲䝔䜱䞁䜾

䡹䢇䢛䡬䡽䞉䡶䢌䡩䢂䡵䡬䡸䡪䢙䠞

英語教育指ᑟ分ᯒ２

䡶䢌䡩䢂䡵䡬䡸䡪䢙と文ἲ指ᑟ

ᇶ♏教育⤫計学 

䝔䝇䝔䜱䞁䜾

英語教育学特ู研究 

䈜ᐇ㝿の授業科┠の㓄⨨は年度により␗なりますので、᪂学期に時間割を䛤☜認䛟䛰䛥い。

中䞉高等学校英語教育䝁䞊䝇 ඣ❺英語教育䝁䞊䝇 
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ᒚ
修
科
┠
䪮䪳
年
┠
䪯 
ᒚ
修
科
┠
䪮䪳
年
┠
䪯 

ᒚ
修
科
┠
䪮䪴
年
┠
䪯 

ྜ
ィ
䪮⣼
ィ
䪯 

ྜ
ィ
䪮⣼
ィ
䪯 

ྜ
ィ
䪮⣼
ィ
䪯 

ྜ
ィ
䪮⣼
ィ
䪯 

ᒚ
修
科
┠
䪮䪴
年
┠
䪯 

 
（ඹ㏻） 

᫓学ᮇ ኟ学ᮇ ⛅学ᮇ ෤学ᮇ 

䠍 

年 

┠ 

䜸䝸䜶䞁䝔䞊䝅䝵䞁 

ᒚ修指ᑟ 

修士ㄽ文（課㢟◊✲）䜺䜲䝎䞁䝇 修士ㄽ文ᇳ➹ண定㢟┠ᒆᥦฟ 指ᑟ教ဨのỴ定 

修士ㄽ文（課㢟◊✲）◊✲ィ⏬᱌

ᥦฟ 

䠎 

年 

┠ 

修士ㄽ文（課㢟◊✲）㛤ጞ 修士ㄽ文（課㢟◊✲）୰㛫Ⓨ⾲ 

（䠕月ୗ᪪） 

修士ㄽ文（課㢟◊✲）ᥦฟ 

（䠍月ୖ᪪） 

修士ㄽ文（課㢟◊✲）ᑂᰝ౫㢗 

修士ㄽ文᭱⤊ヨ㦂（䠍月ୗ᪪） 

修஢ุ定（䠏月ୖ᪪） 

修஢（䠏月ୗ᪪） 

（୰䞉㧗➼学ᰯ英語教育䝁䞊䝇䠎年修஢のሙ ）ྜ 

᫓学ᮇ （䠐～䠓月） ኟ学ᮇ （䠓䞉䠔月） ⛅学ᮇ （䠍䠌～䠍月） ෤学ᮇ （䠎月） 

 

䠐㡿ᇦの指ᑟἲ䠞 

教育ᕤ学䛸英語教育 

䡹䢇ﾟ䡬䡽䞉䡶䢌䡩䢂䡵䡬䡸䡪䢙䠝 

ඣ❺英語教育ἲA 

♫఍ゝ語学䛸英語教育 

英語教育指ᑟศᯒ䠍 

䠎 

䠎 

䠎 

䠎 

䠍 

䠍 

䠐㡿ᇦの指ᑟἲ䠝 

␗文໬⌮ゎ教育 

䝔䜱䞊ム䞉䝔䜱䞊䝏䞁グ

䠎 

䠎 

䠍 

䡶䢌䡩䢂䡵䡬䡸䡪䢙䛸文ἲ指ᑟ 

ｱ䡲䡿䢚䢌ｯ䡴䞉䢓䡮䡿䡤䢙䡴䢚 

英語教ᤵἲ 

英語教育指ᑟศᯒ䠎 

䠎 

䠎 

䠎 

䠎 

ᇶ♏教育⤫ィ学 

䝔䝇䝔䜱䞁グ 

䠍 

䠍 

 䠍䠌 

（䠍䠌） 

䠑 

（䠍䠑） 

䠔 

（䠎䠏） 

䠎 

（䠎䠑） 

 

英語教育学特ู◊✲ 䠐 

㏻ヂᢏ⬟䛸英語教育 

➨஧ゝ語⩦ᚓㄽ 

䠎 

䠎 

ඣ❺英語教育䝉䝭䝘䞊 䠍 䡹䢇ﾟ䡬䡽䞉䡶䢌䡩䢂䡵䡬䡸䡪䢙䠞 䠎 

 䠐 

（䠎䠕） 

䠍 

（䠏䠌） 

䠎 

（䠏䠎） 

䠐 

（䠏䠒） 

（ඣ❺英語教育䝁䞊䝇䠎年修஢のሙ ）ྜ 

᫓学ᮇ （䠐～䠓月） ኟ学ᮇ （䠓䞉䠔月） ⛅学ᮇ （䠍䠌～䠍月） ෤学ᮇ （䠎月） 

ඣ❺英語教育ἲ䠝 

䠐㡿ᇦの指ᑟἲ䠞 

教育ᕤ学䛸英語教育 

䡲ﾘｷ䡩䢓䢍䞉教ᮦ㛤Ⓨㄽ 

英語教育指ᑟศᯒ䠍 

䠎 

䠎 

䠎 

䠍 

䠍 

䠐㡿ᇦの指ᑟἲ䠝 

␗文໬⌮ゎ教育 

䝔䜱䞊ム䞉䝔䜱䞊䝏䞁グ

文学䛸英語教育 

䠎 

䠎 

䠍 

䠍 

ｱ䡲䡿䢚䢌ｯ䡴䞉䢓䡮䡿䡤䢙䡴䢚 

英語教ᤵἲ 

䡹䢇ﾟ䡬䡽䞉䡶䢌䡩䢂䡵䡬䡸䡪䢙䠞 

英語教育指ᑟศᯒ䠎 

䠎 

䠎 

䠎 

䠎 

ᇶ♏教育⤫ィ学 䠍 
 䠔 

（䠔） 

䠒 

（䠍䠐） 

䠔 

（䠎䠎） 

䠍 

（䠎䠏） 

 

英語教育学特ู◊✲ 䠐 

ඣ❺英語教育ἲ䠞 

䡹䢇ﾟ䡬䡽䞉䡶䢌䡩䢂䡵䡬䡸䡪䢙䠝

䠎 

䠎 

ඣ❺英語教育䝉䝭䝘䞊 䠍 䡶䢌䡩䢂䡵䡬䡸䡪䢙䛸文ἲ指ᑟ 䠎 

 䠐 

（䠎䠓） 

䠍 

（䠎䠔） 

䠎 

（䠏䠌） 

䠐 

（䠏䠐） 



―10― ―11―

 ู  表 

授業科┠  ྡ 単位 ഛ⪃ 

A⩌  中䞉高等学校英語教育䝁䞊䝇を専攻する学⏕

については、A ⩌の１䠒単位ཬび B ⩌の䠒単位

を合わ䛫た２２単位をᚲ修し、かつC⩌ཬびD

⩌から䠔単位以上を選択し、合計䠏䠌単位以上履

修すること。 

 ඣ❺英語教育䝁䞊䝇を専攻する学⏕につい

ては、A ⩌の１䠒単位ཬび C ⩌の䠒単位を合わ

䛫た２２単位をᚲ修し、かつB⩌ཬびD⩌から

䠔単位以上を選択し、合計䠏䠌単位以上履修す

ること。 

䠐㡿ᇦの指ᑟἲ䠝 

䠐㡿ᇦの指ᑟἲ䠞 

教育ᕤ学と英語教育 

英語教育指ᑟ分ᯒ２ 

␗文໬⌮ゎ教育 

䜰䜹䝕䝭䝑䜽䞉䝷䜲䝔䜱䞁䜾 

英語教育学特ู研究１ 

英語教育学特ู研究２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

B⩌ 

英語教授ἲ 

䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁と文ἲ指ᑟ 

䝇䝢䞊䝏䞉䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䠝 

２ 

２ 

２ 

C⩌ 

ඣ❺英語教育ἲ䠝 

ඣ❺英語教育ἲ䠞 

䝇䝢䞊䝏䞉䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䠞 

２ 

２ 

２ 

D⩌ 

英語教育指ᑟ分ᯒ１ 

通ヂᢏ能と英語教育 

➨஧ゝ語⩦得論 

ᇶ♏教育⤫計学 

䜹䝸䜻䝳䝷䝮䞉教ᮦ㛤発論 

文学と英語教育 

♫఍ゝ語学と英語教育 

䝔䜱䞊䝮䞉䝔䜱䞊䝏䞁䜾 

ඣ❺英語教育䝉䝭䝘䞊 

䝔䝇䝔䜱䞁䜾 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

�単位修得方法��

本専攻を修了するには、ཎ๎として 2 年以上在学し、その所ᒓする䝁䞊䝇の授業科┠（ู表ཧ↷）について、定め

られている履修つ๎と指ᑟ教員の指ᑟに従い、合計 30 単位以上を取得し、在学中に修士論文（䛒るいは特定の課

㢟についての研究の成果で䛒る「課㢟研究」）のᑂᰝཬび᭱⤊試験に合格するᚲせが䛒ります。た䛰し、優れた業

績を上げたと認められる䜒のについては1年以上の在学でよい䜒のとします。 

 英語教育学専攻授業科目�

授業科┠は中䞉高等学校英語教育䝁䞊䝇とඣ❺英語教育䝁䞊䝇に分かれています。 

１䠊中䞉高等学校英語教育䝁䞊䝇の学⏕は中䞉高等学校英語教育䝁䞊䝇ᚲ修科┠から6単位とඹ通ᚲ修科┠から16

単位の合計22単位をᚲ修し、かつ、中䞉高等学校英語教育䝁䞊䝇選択科┠ཬびඹ通選択科┠から8単位以上

を選択して、合計30単位以上の履修がᚲせです。 

２䠊ඣ❺英語教育䝁䞊䝇の学⏕は、ඣ❺英語教育䝁䞊䝇ᚲ修科┠から6単位とඹ通ᚲ修科┠から16単位の合計22

単位をᚲ修し、かつ、ඣ❺英語教育䝁䞊䝇選択科┠ཬびඹ通選択科┠から8単位以上を選択して、合計30単位

以上の履修がᚲせです。 
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For those who would like to apply for the Graduate School of English Language Education and Research 
(GSELER), Kobe City University of Foreign Studies (KCUFS) for the academic year 2022. 

1. Course : GSELER has two courses, one is for the English teachers of both Senior High Schools and
Junior High Schools, and the other is for the English teachers of Elementary schools.

2. Duration of course : From two to four years.

3. Qualifications for non-Japanese applicants whose native languages are not Japanese:
a㸧Those who hold an official teacher’s license.
b㸧Those who have N4 or higher of the Japanese Language Proficiency Test.
c㸧 Those who have at least one year of experience teaching English after gaining a teacher’s license.
d㸧Those who can secure a teaching site in Japan as an English teacher from the time of application

until the end of the program. Assistant Language Teachers (ALTs) hired through the JET program 
or a private high/middle school may be regarded as qualified applicants assuming they fulfill all the 
other requirements described in part 3. 

e㸧Those who can commute to GSELER while working as English teachers in Japan. 
f㸧Those who have finished 16 years of education in foreign countries and have graduated from any

university in a foreign country.
g㸧Those who will be 22 years of age or older at the end of the March prior to admission. 

4. Course guidance for the applicants will be held on June 12, 2021 and December 18, 2021.

5. Application forms should be submitted between June 15 and June 22, 2021 or between January 4 and
January 11, 2022, accompanied by the 26,000 yen application fee.

6. The entrance exams are scheduled for July 25, 2021 and February 20, 2022.

7. The result of the entrance exams will be posted at the university and on the university website as well
as sent by postal service to the applicant.

8. The entrance fee is 423,000 yen (for those who have had an address in Kobe for more than one year, it
is 297,000 yen).

9. The total tuition of 1,071,600 yen is pro-rated according to the length of the program chosen.
Those who choose the 2-year program pay 535,800 yen per year.
Those who choose the 3-year program pay 357,200 yen per year.
Those who choose the 4-year program pay 267,900 yen per year.

*For further information about the curriculum or faculty members, please visit
https://www.kobe-cufs.ac.jp/graduate/master/english_edu.html 
or contact grad_kcufs@office.kobe-cufs.ac.jp 
*In case the above schedule should change, information will be updated on the university website.

Research Institute Group, 
Kobe City University of Foreign Studies 
9-1, Gakuen-higashi-machi, Nishi-ku, 
Kobe 651-2187 JAPAN 






